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先月の５月２９日（日）に、高浜市芳川町の干潟において、主に海の環境保全で活動されている市民ボラ
ンティア団体・渡し場かもめ会主催の「高浜の干潟の生きもの調査」に、事務所職員6名で参加しました！

この調査は、小・中学生を対象に毎年開催されており、干潟の調査を通じて、干潟の役割や大切さ、今の
海の様子を知ってもらい、子ども達の環境を守る心を育てることが目的となっています。

今年もコロナ禍での開催となったため、マスク着用や消毒液の設置といった感染予防対策を徹底した上で
の開催となりましたが、幼児･小学生や保護者など200人を超える方が参加されました。

当日は天気にも恵まれ、子ども達は干潟に潜むカニや貝などを探し、クルマエビやハゼといった昨年は見
られなかった生きものを見つけていました。調査後には捕まえた生きものについて、当事務所職員に興味
津々な様子で種類や名前を質問し、熱心に説明を聞いていました。

その後、昼食として高浜市の郷土料理である『とりめし』と『あさり汁』が振る舞われ、子ども達や保護
者の皆さんも満足そうに、美味しく賑やかに食事を楽しみました。

この調査をきっかけに、生きものと環境を大切に守る気持ちが育まれることを願っています。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

6月7日（火）、8日（水）に豊橋商工会議所が主催する「春のビジネス
パーク」へ講師として参加しました。

「ビジネスパーク」とは、豊橋市のキャリア教育の一つとして、民間企
業や行政などで働く社会人が中学校や高校などに出向き、働くことの意義
や職業選択などを生徒たちに伝えることで、『具体的な職業観を養っても
らうこと』や『将来の職業を考える機会を与えること』により地域への愛
着や地元就職への意識を形成しようという取り組みです。授業を通じて、
若者が将来を考えるきっかけを作り、夢の実現に貢献することで、未来の
地域活性化につなげることを目指しています。

今回は豊橋市立南部中学校、東陽中学校で、港の重要性や国土交通省の
役割、この仕事を選んだ理由、仕事のやりがいなどについて話しをさせて
いただきました。

授業の終わりには、生徒たちから港での工事についてなど仕事の内容や
コンテナの大きさや運ばれる物などの海上コンテナ物流に関する質問があ
り、港へ関心を持ってくれたことをうれしく思いました。

この取り組みにより、生徒たちの将来自分が何の仕事に就きたいか、何の
職種に興味を持ったかなど考える一助になれば幸いです。

三河港湾事務所では、港に関する出前講座や三河港・衣浦港の現場見学
の受け入れなども行っておりますので、興味がございましたなら、
お気軽にお問い合わせください！

５月３０日（ゴミゼロの日）を含む10日間は、豊橋市の５３０運動環境協議会が提唱する「春の５３
０運動」の期間です。当事務所でも６月３日（金）のお昼休み時間を利用し「５３０運動」に取り組みま
した。

事務所周辺の歩道や神野ふ頭緑地公園をまわり、ペットボトルや空き缶、プラスチック容器などゴミ袋
約８袋分を回収しました。ゴミのポイ捨てを無くすためには、こうした活動の取り組みを広げ、企業や学
校など各団体での清掃活動を通じて、一人ひとりのゴミを捨てない意識作りをしていくことが大切である
と感じました。

当事務所では、引き続き「５３０運動」の実施や周知に協力してまいります。

ゴミ拾いの様子 多くの空き缶などが捨てられておりました 今回、回収したゴミ

講義の様子
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